
海
産
物
行
商
か
ら
み
た
集
落
問
結
合
と
そ
の
変
化

ー

l
出
水
市
名
護
地
区
と
背
域
と
の
関
係
を
中
心
に

l
l

中

村

作

周

海産物行商からみた集落間結合とその変化

は

じ

め

に

か
つ
て
、
大
消
費
地
市
場
の
影
響
が
及
ば
な
か
っ
た
漁
村
に
お
け
る
漁
民
の
生
業
空
間
は
、
漁
場
と
漁
村
、
そ
れ
に
漁
獲
物
流
通
圏
を

も
っ
て
完
結
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
漁
村
の
村
落
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
場
合
、
流
通
消
費
圏
で
あ
る
背
域
と
の
社
会

-
経
済
的
関
係
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
漁
村
と
背
域
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
桜
田
勝
徳
は
、
以
下
の
四
つ
に
分
け
て
い
る
ハ
1
)
O

す
な
わ
ち
、

ω農
産
物
若
し
く

は
漁
業
用
物
資
と
水
産
物
と
の
交
換
関
係
に
依
る
も
の
、

ω労
力
の
需
給
関
係
に
依
る
も
の
、

ω通
婚
等
の
縁
組
・
縁
故
関
係
に
依
る
も

の、

ω汐
干
狩
・
潮
奈
・
塩
井
場
・
神
幸
・
神
送
り
等
の
信
仰
行
事
関
係
に
依
る
も
の
の
四
つ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
鹿
児
島
県
西
部
の
東
シ
ナ
海
に
面
す
る
漁
村
に
は
、

「
と
き
」
(
2
u
、
「
と
き
ゅ
」

(
3
)
、
「
と
け
」
〈
る
な
ど
と
呼
称
さ
れ
る

127 

類
似
し
た
農
・
漁
村
関
係
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
中
に
は
、
今
日
、
す
で
に
そ
の
意
味
す
ら
忘
れ
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
一
連
の
「
得
意
」
呼
称
を
手
懸
り
に
す
る
な
ら
ば
、
こ
う
い
っ
た
農
・
漁
村
関
係
の
基
層
に
行
商
に
お
け
る
得
意
関
係
、
な
い
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し
農
産
物
と
海
産
物
の
交
換
関
係
が
存
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

海
産
物
行
商
研
究
は
、
戦
前
か
ら
民
俗
学
、
地
理
学
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
て
お
り
(
5
〉
、
徳
島
県
阿
部
村
の

「
イ
タ
ダ
キ
」
〈
6
)

や
愛
媛
県
松
前
町
の
「
オ
タ
タ
」
ハ
7
〉
、
山
口
県
三
見
浦
の
「
シ
ガ
」
(

B

U

な
ど
の
研
究
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

行
商
の
性
格
自
体
は
、
伝
統
的
形
式
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
き
た
の
で
は
な
く
、
様
々
な
外
的
・
内
的
要
因
〈
た
と
え
ば
、
交
通
手
段

の
変
革
、
漁
業
協
同
組
合
設
立
を
始
め
と
す
る
流
通
組
織
の
確
立
、

さ
ら
に
第
二
次
大
戦
後
の
混
乱
、
高
度
経
済
成
長
の
余
波
、

お
よ
び

小
売
庖
舗
の
進
出
に
よ
る
競
争
の
激
化
な
ど
〉
に
よ
っ
て
変
化
を
受
け
て
き
て
い
る
。

交
通
手
段
の
変
革
に
視
点
を
お
い
た
行
商
研
究
は
多
い
。
田
中
啓
爾
は
、
主
に
聴
取
り
調
査
に
よ
っ
て
鉄
道
開
通
以
前
の
塩
と
魚
の
搬

入
路
の
復
原
を
試
み
(
9
〉
、
富
岡
儀
八
は
、
文
書
史
料
に
よ
っ
て
塩
道
の
復
原
を
行
な
っ
て
い
る
白
)
O

田
中
方
男
の
紹
介
し
た
丹
後
野
原

部
落
か
ら
全
国
各
地
へ
向
け
た
塩
干
物
行
商
も
、
鉄
道
開
通
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
立
三

ま
た
、

清
水
馨
八
郎
は
、
九

十
九
里
浜
に
お
け
る
戦
後
ま
も
な
い
頃
の
自
転
車
を
使
っ
た
行
商
の
活
発
化
を
扱
っ
た
己
)
O

こ
の
他
、

田
中
曲
一
一
且
治
は
、

山
陰
地
方
を
例

に
流
通
構
造
解
明
の
一
環
と
し
て
行
商
を
研
究
し
た

a〉O
し
か
し
な
が
ら
、
交
通
変
革
が
一
段
落
し
、

雇
用
機
会
の
多
様
化
を
と
も
な

っ
た
高
度
経
済
成
長
期
以
後
、
行
商
人
は
急
減
し
て
き
で
い
る
白
)
。

本
稿
は
、
鹿
児
島
県
出
水
市
名
護
地
区
を
例
と
し
て
、
聴
取
り
調
査
に
よ
っ
て
遡
り
得
る
範
囲
内
で
、
海
産
物
行
商
の
変
化
を
中
心
に

そ
れ
以
外
の
農
・
漁
村
関
係
の
変
化
と
を
合
わ
せ
て
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

地

域

の

概

観

今
回
、
調
査
対
象
地
域
と
し
た
名
護
集
落
は
、
鹿
児
島
県
の
西
北
端
、
出
水
市
に
属
す
る
。
出
水
市
の
北
隣
は
熊
本
県
水
俣
市
で
あ
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E出水市漁協資料より作成〕

図 1

5.54 

り
、
江
戸
時
代
に
薩
摩
藩
へ
の
出
入
国
を
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
た

野
聞
の
関
の
あ
っ
た
米
ノ
津
と
は
、
米
ノ
津
川
河
口
を
隔
て
て
対

岸
に
位
置
し
て
い
る
。
背
後
に
出
水
平
野
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
北

東
県
境
に
か
け
て
海
抜
六

0
0
メ
ー
ト
ル
級
の
矢
筈
岳
な
ど
の
山

々
、
南
に
海
抜
一

0
0
0
メ
ー
ト
ル
級
の
紫
尾
山
系
が
控
え
て
い

る
。
出
水
平
野
は
、
紫
尾
山
系
の
閲
析
扇
状
地
と
沖
積
低
地
お
よ

び
近
世
以
来
の
干
拓
地
か
ら
な
り
、
多
数
の
農
村
と
出
水
市
街
や

高
尾
野
・
野
田
と
い
っ
た
町
場
が
分
布
し
て
い
る
。

名
護
集
落
は
、
起
源
の
古
い
漁
村
で
あ
り
、
江
戸
時
代
初
期
に

tま

す
で
に
北
薩
地
方
最
大
の
浦
を
形
成
し
て
い
た

av
現
在

は
行
政
区
分
上
、
名
護
束
、
名
護
中
、
名
護
西
の
三
集
落
に
な
っ

て
い
る
が
、
部
落
総
会
を
合
同
で
持
つ
な
ど
「
ム
ラ
」
と
し
て
の

結
束
が
み
ら
れ
る
。
戸
数
は
、
名
護
東
一
五
三
戸
、
名
護
中

九
戸
、
名
護
西
一
四
五
戸
で
あ
り
、
漁
村
特
有
の
密
集
し
た
家
屋

が
並
ん
で
い
る
。
漁
家
率
は
約
二
一

0
・
五
%
、
農
家
率
一
七
・

0

%
で
あ
り
、
出
水
な
ど
へ
の
通
勤
兼
業
も
車
の
普
及
で
増
え
て
き

て
い
る
(
日
u
o
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当
地
の
漁
業
と
し
て
は
、
八
代
湾
内
に
お
け
る
打
瀬
網
漁
に
よ
る
ク
ル
マ
エ
ビ

捕
獲
が
有
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
水
銀
問
題
も
大
き
く
影
響
し
、
昭
和
三
五
年

を
ピ
l
ク
に
以
後
は
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
現
在
は
、
図
1
に
み
ら
れ
る
よ
う
な

多
種
類
の
水
揚
げ
が
あ
る
。

漁
業
協
同
組
合
の
設
立
も
古
い
が
、
当
初
は
、
自
家
で
の
水
揚
げ
を
婦
人
や
娘

名護集落の行商戸数変化

に
よ
る
行
商
に
よ
っ
て
捌
か
せ
る
も
の
が
大
半
で
あ
り
、
仲
買
い
体
制
の
原
型
が

で
き
た
の
が
大
正
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
第
二
次
大
戦
前
ま
で
は
、

漁
協
を
通
さ
な
い
婦
人
行
商
に
よ
る
販
売
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
戦
後
の

数
年
を
ピ
I
ク
に
行
商
人
は
激
減
し
、
同
時
に
、
漁
協
水
揚
げ
が
確
立
し
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
今
日
で
は
、
仲
買
組
合
加
入
者
の
み
が
せ
り
に
参
加
し
、
行
商
を
行

な
う
権
利
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

図 2

せ
り
は
、
築
港
市
場
で
午
前
七
時
か
ら
の
も
の
と
、
名
護
出
水
市
漁
協
市
場
で

午
前
八
時
と
一

O
時、

さ
ら
に
午
後
二
時
か
ら
の
も
の
と
で
計
四
回
行
な
わ
れ
、

築
港
市
場
の
せ
り
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に
移
動
し
て
名
護
の
せ
り
に
出
向
く
も
の
が

多
い
。
仲
買
い
は
、
鮮
魚
輸
送
業
者
や
庖
舗
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
移
動
販
売
業

者
、
行
商
人
か
ら
な
り
、
昭
和
四

0
年
代
後
半
か
ら
自
動
車
営
業
者
の
進
出
と
山

間
地
の
農
協
庖
の
新
設
加
入
が
み
ら
れ
る
。



今
日
の
出
水
市
漁
業
協
同
組
合
は
、

し
も
さ
ぽ
ぷ
ち

一
時
期
、
名
護
の
下
知
識
漁
業
協
同
組
合
と
米
ノ
津
築
港
の
下
鯖
淵
漁
業
協
合
組
合
に
分
か
れ
て

い
た
も
の
が
、
築
港
に
あ
る
製
氷
施
設
を
名
護
で
利
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
、
魚
種
の
か
た
よ
り
な
ど
が
あ
っ
て
、
仕
入
上
も
不
便
を

来
た
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
合
併
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

海産物行商からみた集落間結合とその変化131 

漁
協
水
揚
げ
体
制
確
立
以
前
の
行
商
と

そ
の
変
化

鈴
木
公
が
明
ら
か
に
し
た
野
町
復
原
図
臼
〉
に
よ

る
と
、
明
治
の
初
期
頃
の
出
水
野
町
に
は
、
魚
屋
が

み
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
海
産
物
は
、

大
部
分
が
農
産
物
と
の
交
換
や
金
銭
売
買
に
よ
っ
て

捌
か
さ
れ
、
わ
ず
か
に
市
立
に
よ
っ
て
捌
か
さ
れ
る

も
の
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

av

当
時
の
海
産
物
行
商
は
、
全
面
的
に
漁
家
労
働
と

図 3

し
て
の
性
格
を
持
ち
、
男
た
ち
が
獲
り
、
持
ち
帰
つ

た
魚
を
女
た
ち
が
売
り
に
で
る
と
い
っ
た
形
式
が
大

半
で
あ
っ
た
。
漁
師
の
未
亡
人
や
他
所
か
ら
「
ム
ラ

入
り
」
し
た
者
も
あ
っ
た
が
、

一
般
に
行
商
は
、
漁

獲
行
為
の
延
長
と
し
て
漁
家
の
主
業
を
形
成
し
て
き
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た
の
で
あ
る
。

行
商
は
、
終
戦
後
、

一
つ
の
ピ
l
ク
を
迎
え
、
名

護
地
区
以
外
で
も
近
隣
の
漁
村
で
あ
る
築
港
、
福
ノ

江
港
、
蕨
島
、

お
よ
び
桂
島
に
も
多
く
み
ら
れ
た
。

そ
の
中
で
も
名
護
が
特
に
多
く
、
名
護
集
落
四

戸
中
三
五

O
戸
に
対
す
る
筆
者
の
聴
取
り
調
査
に
お

け
る
範
囲
内
で
、
大
正
期
に
約
一

O
O戸
の
行
商
就

業
戸
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
(
図

2
Y

名
護
地
区
の
行
商
は
、
二
つ
の
異
な
っ
た
形
態
を

図 4

持
っ
て
い
た
〈
図
3
1
5
〉。

一
つ
は
、
出
水
平
野
、

半
径
約
一
三
キ
ロ
以
内
に
行
動
範
囲
の
限
界
を
持
つ

鮮
魚
日
帰
り
行
商
で
あ
る
。
農
村
に
対
し
て
は
、
日

常
、
イ
ワ
シ
・
サ
パ
な
ど
を
、
正
月
前
や
田
植
え
、

米
ノ
津
の
町
場
へ
は
、

イ
ワ
シ
・
サ
パ
な
ど
に
加
え
、

タ
イ
な
ど
の
高
級
魚
の
注
文
も
か
な
り
あ
っ
た
。
行
商
人
は
、
早
朝
暗
い
う
ち
に

稲
刈
り
時
に
は
タ
コ
な
ど
を
持
ち
込
ん
だ
。
出
水
・

天
秤
棒
の
前
後
に
竹
龍
を
下
げ
て
家
を
出
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
先
を
目
ざ
し
て
小
走
り
に
駆
け
、
昼
過
ぎ
に
は
寵
を
空
に
し
て
帰
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
名
護
地
区
で
は
、
打
瀬
網
で
獲
れ
た
特
産
の
ク
ル
マ
エ
ビ
を
主
と
す
る
加
工
品
行
商
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
鮮
魚
行
南
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甘

く

ち

ひ

し

か

り

み

や

の

じ

よ

う

け

ど

う

い

ん

圏
を
越
え
て
、
大
口
市
、
菱
刈
町
、
宮
之
城
町
、
祁
答
院
町
、

せ
ん
だ
い

お
よ
び
川
内
市
に
ま
で
至
る
も
の
で
、

と
く
に
、

大
口
市
や
宮
之
城
町
へ

の
行
商
が
多
か
っ
た
。
正
月
前
な
ど
に
は
、
焼
き
ク
ル
マ
エ
ビ
を
藁
縄
で
束
に
し
た
も
の
や
干
魚
を
風
呂
敷
に
包
ん
で
背
に
負
っ
た
行
商

人
が
、
名
護
か
ら
旅
立
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ク
ル
マ
エ
ビ
一
束
は
、

お
よ
そ
米
一
俵
と
交
換
さ
れ
る
。
行
商
人
は
、
こ
れ
を
売
り
尽
す
ま

で、

一
週
間
程
度
、
現
地
に
止
ま
っ
た
。
そ
の

「鮮魚行商
、、干物行商

海産物行商からみた集落間結合とその変化133 

ι4一一..1.0km。

際
に
は
、
馴
染
み
の
家
に
滞
留
し
た
。

ク
ル
マ
エ
ビ
の
行
商
は
、

名護西集落の行商人行商圏

垂2内る
水手市が
、唐古
串i浜Eそ
良ら 、の

な串他
ど木の
各野干
地、物
に市包行
み来き商
ら、は名
れ加か、護
た世せ阿あの。
田だ久く特
こを、根ね徴
の 1士、で
干で川あ

物
行
商
圏
は
、
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

一
つ
は
、
鮮
魚
行
商
圏
を
越
え
る

広
範
囲
の
行
商
圏
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
は
枕
崎
の
頭
上
運
搬
に
よ
る
カ
ツ
ヲ
節
売

図 5

り
の
よ
う
に
延
長
六

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
越
え

る
も
の
、
串
木
野
・
市
来
か
ら
薩
摩
郡
・
日
置

郡
一
帯
を
回
る
も
の
、
加
世
田
か
ら
川
辺
郡
を

回
る
も
の
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、



134 

(3)行商活動時間

園築問せり 園名護市場1回目のせり 国欄場2聞のせり
園浦市場3回目のせり 園行商時間 . パス乗車時間 璽“皇室鵠



135 海産物行商からみた集落間結合とその変化

表1.出水市の海産物行商

居f差日掛目 行商人 19n 客 集 落

行 居 戦 戦
白3降Rf年L月白1 5 l 
そ 続 年

労f動
町農 i村魚

商 fま
入 中
れ柄
齢
数日 集 務 名 護名 親の e職業人 f主

り疎
。コ
以位

手
. 

番 込 入り

i、築巷-' 号 地 み 開
J2， 
前~ 歳 湯村み

1 名著* 世帯主 76 180 .今釜、今村、津山 E詰

2 名護中 w 間 妻 74 180 平松葉、上I!京、安原、朝熊 ※ 

3 名護中 ※ 長女 52 300 六月回、狩田 ※ 行商(実母)

4 名護東 ※妻 61 200 京大野原 ※ 行商(実母)

5 名護中 ※世帯(女主) 63 180 名護 間部 ク(実Jレ父マエ・母ピ)加工業

6 
名護

※ ミ菩 49 345 名護、今笠、米It幸 百首 ※ ※ 
西

7 
名護

議委 48 目250名護、今釜、今村、米ノ津 ※※  ※農業(実父・母)西

8 名護西 ※妻 42 100 津山、上村 ※ 行商{実母}

9 名護西 言語 妻 56 200. 名護、平馬、米n章、築港 E詰 ※ 

10 
名護

※世借(女主) 62 200 松尾、太田 ※ 行商(実母)中

11 名護中 ※ 世帯(女主) 62 130 出水本町、麓 E京 農業(実うど・母)

12 名議案1 ，※  世帯(女主) 62 200 渡瀬口‘弁之上 ※ 行漁商業 ~実実母父)) 

13 a今釜中 ※妻 57 300 平松束、上1I京、朝熊 員提 導書j室主j
14 米ノ津 吉長 1 世帯主 61 220 前回、切遇、袋 ※※  農業

15 築i巷 ※ 委 57 220 安原、朝熊. ※ 農業{実父・母}

16 築i港 ※ 善幸 62 180 中温度、関外 E詰 行商(実母・義母}

17 築港 E詰 望号 53 240 中塩屋、関外 員詰 .~n苦(実母)l

18 築港 5長 世帯(女主) 71 35 平松上 ※ 

19 築港 言員 妻 44 240 米ノi幸 ※ 行商(義母)

20 天神 F自 妻 78 50 宮之元、鮎liI ※ 

21 天神 ※ 妻 59 100 官之元、鮎Jll ※ 行商(実母)

22 ~Ji事 ※ 世帯(女主) 63 200 出水本町、小原下、小原上 ※※  野菜の行商(実母}

(I瀬客形成 0・・・貌か6継承 ...・自分で脚 ム…部胸、呂継承

(2)1r商人の活動と引用手段の変化 c 

a.…..単草 b...白転車 c...車(白家用 bu.. 山..パス ri. 

w.山..徒歩(t且い完り rr.“..鉄道 。..“.行商閲始H時寺期 .誕生尽
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山
に
固
ま
れ
た
狭
い
背
城
し
か
も
た
な
い
地
域
で
は
、
鮮
魚
行
商
圏
と
干
物
行
商
圏
の
一
致
す
る
も
の
が
多
い
。
串
木
野
市
羽
島
地
区
や

大
隅
半
島
南
岸
の
漁
村
な
ど
が
こ
の
例
と
い
え
よ
う
。
こ
の
干
物
行
商
は
、
昭
和
初
期
か
ら
大
戦
前
ま
で
各
地
に
残
っ
て
い
た
。

明
治
三
八
年
の
専
売
制
度
成
立
以
前
に
は
、
塩
行
商
も
ほ
ぼ
干
物
行
商
圏
域
と
一
致
す
る
領
域
に
展
開
し
て
い
た
。
塩
は
つ
け
売
り
が

行
な
わ
れ
た
。
顧
客
は
、
年
末
に
は
牛
車
に
米
俵
を
積
ん
で
塩
行
商
人
の
所
ま
で
運
ん
で
行
っ
た
。
塩
は
魚
に
比
べ
、
人
間
生
活
に
不
可

欠
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
山
聞
の
住
民
は
常
時
塩
の
確
保
に
努
め
、

わ
が
子
に
対
し
、
塩
行
商
人
を
親
と
い
た
だ
く
擬
制
的
親
子
関

係
を
結
び
、

「
塩
と
と
」
、
「
塩
て
ち
ょ
」
と
呼
び
な
ら
し
て
い
た
白
〉
O

先
述
し
た
よ
う
に
、
行
商
人
数
は
、
戦
後
一
時
、
引
揚
げ
者
の
流
入
に
よ
っ
て
ピ
l
ク
を
迎
え
た
。
そ
の
後
は
、
漁
協
仲
買
い
体
制
の

確
立
に
よ
り
、
仲
買
い
組
合
費
を
払
う
も
の
だ
け
が
行
商
人
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。
高
度
経
済
成
長
期
の
増
収
と
雇
用
機
会
の
多

様
化
、
山
間
地
へ
の
農
協
庖
の
進
出
、
八
代
湾
の
有
機
水
銀
汚
染
に
よ
る
漁
獲
高
・
販
売
量
の
減
少
な
ど
に
よ
っ
て
、
行
商
人
は
急
減
し

た。

回

名
護
・
築
港
地
区
の
行
商
人
行
動

本
章
で
は
、
昭
和
五
五
年
現
在
に
お
け
る
出
水
市
漁
業
協
同
組
合
加
入
仲
買
い
行
商
者
二
二
名
(
内
訳
は
名
護
地
区
一
三
名
、
築
港
地

区
九
名
)
に
対
す
る
聴
取
り
調
査
を
も
と
に
行
商
人
行
動
を
明
ら
か
に
す
る
。

表
1
は
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
も
と
に
以
下
論
を
進
め
る
。

行
商
就
業
者
は
、
行
商
人
番
号
①
と
⑬
を
除
い
て
女
性
で
あ
る
。
夫
は
会
社
員
(
⑦
、
@
、
⑬
、
⑬
、
@
、
@
)
で
あ
っ
た
り
、
漁
業

(
⑬
〉
、
鮮
魚
輸
送
業
(
@
)
、
農
業
(
②
)
で
あ
っ
た
り
す
る
が
、
就
業
者
の
平
均
年
齢
が
五
九
・
六
三
歳
と
高
く
、
家
計
を
支
え
て
い



る
も
の
も
多
い
(
①

t
⑤
、
@
1
⑬
、
⑪
、
@
、
⑬
、
@
、
@
)
。
労
働
日
数
は
年
平
均
一
九
三
・
一
八
日
で
あ
る
が
、

名
護
地
区
行
商

人
だ
け
で
は
二
二
一
・
七
日
、
築
港
地
区
行
商
人
だ
け
で
は
一
ム
ハ
五
・

O
日
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
平
均
年
齢
で
名
護
地
区
行
商
人
の

方
が
、
二
・
一
歳
若
い
こ
と
に
も
一
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
行
商
活
動
の
変
化
を
中
心
に
み
る
な
ら
ば
、
行
商
人
の
居
住
時
期
は
、
明
治
三
五
年
に
築
港
埋
立
て
が
完
成
し
、
入
居
が
始
ま

る
の
を
境
に
、
そ
れ
以
前
か
ら
の
者
が
九
名
(
@
i
@
、
@
、
@
、

た
だ
し
@
は
家
を
新
築
す
る
に
際
し
て
名
護
か
ら
近
隣
の
農
村
で
あ

る
今
釜
西
へ
移
転
し
て
い
る
)
、
そ
の
後
、
第
二
次
大
戦
前
ま
で
に
ム
ラ
入
り
し
た
者
が
六
名
(
@
、
@
l
@
、
@
、
@
〉
、
戦
中
疎
開

海産物行商からみた集落問結合とその変化

後
、
定
着
し
た
者
が
三
名
(
⑬
、
@
、
@
〉
、
戦
後
の
引
揚
げ
者
が
四
名
(
①
、
@
、
@
、
⑪
)

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

先
代
か
ら
行
商

を
行
な
っ
て
い
た
者
が
一

O
名
、
自
ら
の
世
代
に
行
商
を
始
め
た
者
が
一
二
名
あ
る
。
行
商
開
始
時
期
は
、
戦
前
あ
る
い
は
戦
時
中
か
ら

の
者
(
⑫
、
⑬
、
@
〉
、
戦
後
ま
も
な
く
始
め
た
者
(
①
、
②
、
⑦
、
①
、
⑪
、
@
、
@
)
、
そ
れ
以
後
(
@
I
@
、
@
、
@
、
@
、
⑬
、

⑬
、
⑪
、
⑬
、
@
)
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

か
つ
て
は
、
天
秤
棒
と
竹
寵
を
使
い
担
っ
て
歩
い
た
が
、
昭
和
三
五
年
頃
か
ら
保
健
所
の
指
導
に
よ
っ
て
、
竹
寵
か
ら
ブ
リ
キ
函
に
変

わ
り
、
重
量
が
嵩
む
た
め
に
リ
ヤ
カ
ー
が
導
入
さ
れ
た
。
当
時
、
行
商
戸
数
は
ピ
ー
ク
時
の
半
数
〈
約
五

O
戸
〉
に
減
っ
て
い
た
が
、
こ

の
頃
に
は
、
減
少
傾
向
に
や
や
鈍
化
の
兆
が
み
え
始
め
た
(
図
2
)
。
こ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
な
仕
入
れ
の
変
化
に
対
応
し
た
者
だ
け
が

残
っ
た
結
果
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
行
商
人
数
の
減
少
傾
向
は
就
業
者
の
高
齢
化
も
あ
っ
て
、
依
然
、
継
続
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
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昭
和
四

0
年
代
後
半
に
な
っ
て
、
自
転
車
(
①
、
@
、
@
、
⑮
)
や
バ
イ
ク
(
⑦
〉
を
利
用
す
る
者
が
出
て
き
た
。
自
転
車
や
バ
イ
ク

は
リ
ヤ
カ
ー
に
比
べ
、
極
め
て
機
動
性
に
富
ん
で
い
る
が
、
積
載
量
の
点
で
は
劣
る
欠
点
が
あ
る
。
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図 B

行
商
人
の
顧
客
獲
得
の
経
緯
に
つ
い
て
み
る
な
ら

ば
、
先
述
の
よ
う
に
、
母
親
の
代
か
ら
行
商
を
行
な
っ

て
い
た
者
が
一

O
名
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
親
か
ら
顧
客

を
全
面
的
に
継
承
し
た
者
が
四
名
(
@
、
@
、
⑬
、

@)、

一
部
を
親
か
ら
譲
っ
て
も
ら
っ
た
者
が
二
名

(
@
、
④
)
あ
る
。
他
の
四
名
と
自
ら
の
世
代
に
行
商

を
始
め
た
一
二
名
は
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
つ
つ
顧

客
を
獲
得
し
て
い
っ
た
者
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
顧
客
へ
向
か
う
行
商
路
を
図
6
に
示
し

た
。
同
じ
顧
客
集
落
を
回
っ
て
い
る
者
で
も
、
集
落
内

で
別
個
の
顧
客
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
な
わ
ば
り
は
、

他
所
か
ら
入
り
込
ん
で
く
る
行
商
人
と
の
間
で
特
に
顕

著
で
あ
る
(
泊
三

最
後
に
、
行
商
人
の
一
日
の
行
動
に
つ
い
て
み
る

と
、
起
床
は
早
い
者
で
午
前
四
時
、
築
港
市
場
で
仕
入

れ
る
者
は
、
五
時
か
ら
六
時
、
名
護
出
水
市
漁
協
市
場

で
の
み
仕
入
れ
る
者
で
五
時
か
ら
七
時
に
か
け
て
で
あ



る
。
築
港
市
場
の
せ
り
は
午
前
七
時
に
始
ま
り
、
一
一
一

O
分
ほ
ど
で
終
わ
る
。
築
港
地
区
の
⑬
、
⑬
、
@
、
@
は
、
こ
れ
で
住
入
れ
を
終
え

る
が
、
名
護
か
ら
バ
イ
ク
で
や
っ
て
来
て
せ
り
に
参
加
す
る
⑦
と
他
の
築
港
地
区
行
商
人
は
、
二

O
分
余
り
で
対
岸
の
出
水
市
漁
協
市
場

へ
と
急
ぐ
。
名
護
出
水
市
漁
協
市
場
の
一
番
せ
り
は
午
前
八
時
か
ら
で
あ
り
、

せ
り
、
後
か
た
づ
け
な
ど
に
小
一
時
間
を
要
す
る
。
こ
の

後
、
市
場
に
残
っ
て
二
番
せ
り
を
待
つ
者
が
八
名
あ
る
が
、
@
t
⑦
、
①
、
⑬
、
⑬
、
⑮
、
⑪
、
⑬
、
@
は
そ
の
ま
ま
行
商
に
出
る
。
二

番
せ
り
は
午
前
一

O
時
か
ら
始
ま
り
、
残
っ
た
八
名
も
一

O
時一二

O
分
過
ぎ
に
は
行
商
に
出
発
す
る
。

一
二
時
頃
に
は
一
番
せ
り
に
の
み
参
加
し
て
い
た
@
l
⑦
が
、

一
旦
行
商
を
終
え
帰
宅
す
る
。
こ
れ
ら
の
行
商
所
要
時
聞
は
三
時
間
か

海産物行商からみた集落問結合とその変化

ら
三
時
間
三

O
分
で
あ
り
、
@
が
自
転
車
、
⑦
が
バ
イ
ク
を
利
用
し
た
短
時
間
行
商
を
行
な
っ
て
い
る
。
彼
女
ら
は
昼
食
や
所
用
を
済
ま

せ
た
後
、
再
び
午
後
二
時
頃
に
名
護
出
水
市
漁
協
市
場
へ
や
っ
て
来
る
。
二
時
二
一

O
分
か
ら
三
番
せ
り
が
始
ま
り
、
こ
こ
で
再
び
仕
入
れ

て
三
時
頃
か
ら
行
商
に
出
る
。
二
度
目
の
行
商
所
要
時
聞
は
二
時
間
か
ら
二
時
間
三

O
分
で
あ
り
、
夕
食
の
準
備
に
急
ぎ
帰
宅
す
る
の
が

五
時
か
ら
六
時
に
か
け
て
と
な
る
。

一
番
せ
り
に
の
み
参
加
し
た
者
の
中
に
も
①
、
⑪
、
⑬
の
よ
う
に
行
商
を
終
え
、
帰
宅
す
る
の
が
午
後
三
時
三

O
分
か
ら
五
時
三

O
分

に
な
る
者
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
行
商
所
要
時
間
は
、
平
均
六
時
間
五

O
分
と
最
も
長
く
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
二
番
せ
り
後
に
出
発
し
た
行
商
人
は
、
昼
過
ぎ
に
は
目
的
地
に
到
着
し
、
行
商
を
行
な
う
。
行
商
が
一
段
落
し
て
か
ら
馴
染
み

の
家
で
お
茶
を
も
ら
い
、
自
ら
持
参
し
た
弁
当
を
食
べ
る
。
そ
の
後
、
再
び
行
商
に
出
、
帰
宅
す
る
の
は
早
い
人
で
二
時
、
遅
い
人
で
六

時
頃
と
な
る
。
平
均
所
要
時
聞
は
五
時
間
一
一
分
で
あ
る
が
、
個
人
差
が
大
き
い
。

築
港
市
場
だ
け
で
仕
入
れ
る
行
商
人
は
、

せ
き
.
か
い

は
仕
入
れ
量
も
少
な
く
、
近
在
の
関
外
、
平
松
上
な
ど
を
回
っ
て
い
る
。
@
、
@
は
パ
ス
を
利
用
し
て
遠
隔
地
の
宮
之
元
、
鮎
川
へ
行
商
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一
旦
帰
宅
し
、
準
備
を
整
え
て
か
ら
午
前
九
時
か
ら
一

O
時
の
う
ち
に
出
発
す
る
。
こ
れ
ら
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す
る
た
め
に
早
い
時
聞
に
出
立
し
て
い
る
。

築
港
市
場
で
仕
入
れ
た
後
、
名
護
の
一
番
せ
り
だ
け
に
参
加
す
る
者
が
四
名
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
⑬
、
@
、
⑬
は
一
旦
帰
宅
し
、

O 

時
頃
出
発
す
る
。
他
の
行
商
人
と
同
様
に
、
馴
染
み
の
家
で
持
参
の
弁
当
を
食
べ
る
者
も
あ
れ
ば
、

一
時
過
ぎ
に
そ
の
ま
ま
帰
宅
す
る
者

も
あ
る
。
@
は
、
朝
、
友
人
の
車
に
乗
せ
て
も
ら
い
、
出
水
の
町
へ
出
て
行
商
と
行
な
っ
た
後
、
パ
ス
で
帰
る
も
の
で
あ
る
。

五

集
落
間
結
合
と
そ
の
変
化

付

集
落
問
結
合
の
諸
相

前
述
の
よ
う
に
、
名
護
地
区
の
行
商
に
は
、
鮮
魚
行
商
と
ク
ル
マ
エ
ビ
を
主
と
す
る
干
物
行
商
の
二
種
類
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
顧

客
は
共
に
「
と
く
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
か
つ
て
は
、
名
護
地
区
の
全
て
の
漁
家
が
「
と
く
」
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

鮮
魚
行
商
に
お
け
る
行
商
人
の
家
と
顧
客
の
家
と
の
つ
き
あ
い
は
、
田
植
え
上
が
り
ゃ
祭
り
の
際
の
も
て
な
し
が
主
で
あ
る
。
「
と
く
」

が
農
家
の
場
合
、

田
植
え
時
期
に
タ
コ
な
ど
を
持
っ
て
い
き
、
田
植
え
上
が
り
の
宴
に
招
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

干
物
行
商
に
お
い
て
、
販
売
期
間
中
の
滞
留
地
と
な
っ
た
馴
染
み
も
や
は
り
「
と
く
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
「
と
く
」
と
は
遠
距

離
と
い
う
こ
と
で
、

日
常
の
行
き
来
は
な
か
っ
た
が
、
今
日
で
も
、
夏
休
み
に
「
と
く
」
の
一
家
が
行
商
人
を
頼
っ
て
、
泊
ま
り
が
け
で

海
水
浴
に
や
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
他
、
収
穫
し
た
ミ
カ
ン
を
行
商
人
宅
に
送
っ
て
く
れ
た
り
す
る
。

祭
り
に
際
し
て
の
付
き
合
い
に
つ
い
て
み
る
。
名
護
内
に
は
、
大
字
下
知
識
住
民
を
氏
子
に
持
つ
住
吉
神
社
と
、
名
護
内
で
杷
る
八
坂

神
社
、
伊
勢
神
社
、
金
比
羅
官
尺
恵
比
須
神
社
が
あ
る
。
米
ノ
津
に
は
旧
県
社
の
加
紫
久
利
神
社
が
あ
り
、
出
水
本
町
に
は
八
幡
神
社
が

あ
る
。



名
護
で
は
、
旧
暦
九
月
一
一
日
に
金
比
羅
宮
と
伊
勢
神
社
の
祭
り
、
旧
暦
一

O
月
二

O
日
に
恵
比
須
神
社
の
祭
り
が
あ
り
、
そ
の
度
に

今
釜
在
住
の
住
吉
神
社
の
神
主
を
呼
ん
で
御
蹴
い
を
し
、
踊
り
や
奉
納
相
撲
な
ど
を
行
な
っ
て
い
た
。
米
ノ
津
で
は
、
旧
暦
一
一
月
一
一
三

日
が
加
紫
久
利
神
社
の
祭
日
で
あ
り
、
こ
の
日
に
は
、
米
ノ
津
方
面
に
「
と
く
」
を
持
つ
行
商
人
は
招
か
れ
て
、
甘
酒
や
豆
御
飯
な
ど
を

御
馳
走
に
な
っ
た
。
ま
た
、
出
水
八
幡
神
社
の
祭
日
も
旧
暦
一
一
月
一
一
一
二
日
で
あ
り
、
出
水
本
町
の
夏
祭
り
が
あ
っ
た
旧
暦
七
月
二
四
・

二
五
日
と
共
に
、
そ
の
方
面
に
「
と
く
」
を
持
つ
行
商
人
が
招
か
れ
て
御
馳
走
に
与
っ
た
。
町
場
だ
け
で
な
く
、
近
在
の
各
農
村
に
も
小

さ
い
な
が
ら
祭
り
が
あ
り
、
そ
の
際
に
は
、
行
商
人
が
同
様
の
も
て
な
し
を
受
け
て
い
た
。
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こ
れ
と
は
逆
に
、
旧
暦
七
月
一
一
日
・
二
一
日
は
名
護
八
坂
神
社
の
祭
日
で
あ
り
、
各
行
商
人
は
「
と
く
」
を
家
に
呼
ん
で
も
て
な
し

た
。
ま
た
、
旧
暦
一
一
月
一
二
日
は
名
護
の
「
か
ん
祭
り
」
で
あ
る
。
こ
の
日
に
は
「
と
く
」
が
つ
け
売
り
し
て
も
ら
っ
た
一
年
分
の
魚

代
と
し
て
米
俵
を
荷
車
に
積
み
、
牛
に
引
か
せ
て
や
っ
て
く
る
。
行
商
人
の
家
で
も
、
こ
れ
を
御
馳
走
を
し
て
迎
え
て
い
た
。
こ
う
い
っ

た
関
係
は
、
昭
和
初
期
頃
ま
で
残
っ
て
い
た
。
特
に
鮮
魚
行
商
圏
内
に
お
い
て
顕
著
で
あ
り
、
干
物
行
商
の
場
合
に
は
、
帰
り
に
米
俵
な

ど
を
持
ち
帰
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
集
落
間
結
合
と
し
て
、

た
と
え
ば
、
労
働
力
の
需
給
関
係
を
み
る
と
、
漁
村
で
は
労
働
力
が
過
剰
ぎ
み
で
あ
り
、
田
植
え
、

稲
刈
り
の
時
に
は
「
と
く
」
に
頼
ん
で
農
村
へ
の
労
働
提
供
が
行
な
わ
れ
、
見
返
り
に
米
を
わ
け
で
も
ら
っ
て
い
た
。

通
婚
を
も
と
に
し
た
農
・
漁
村
関
係
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
漁
村
と
農
村
で
生
活
慣
習
が
異
な
り
、
嫁
入
り
に
あ
た
っ
て

の
苦
労
を
考
え
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
名
護
浦
内
に
は
複
雑
な
血
縁
関
係
、
家
の
分
出
が
み
ら
れ
る
が
、
漁
民
特
有
の
土
地
に
対
す
る
執
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着
心
の
薄
さ
か
ら
く
る
転
出
入
が
頻
繁
に
起
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
、
行
商
人
が
「
と
く
」
を
頼
り
に
嫁
入
り
し
た
り
、

「
と
く
」
か
ら

見
合
い
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
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「
と
く
」
呼
称
は
、

一
般
に
は
海
産
物
行
商
に
お
け
る
得
意
先
の
こ
と
を
指
す
が
、
特
に
こ
れ
を
「
魚
と
く
ど
ん
」
と
称
す
る
の
に
対

し
て
、

「
こ
え
と
く
ど
ん
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
か
つ
て
漁
村
で
は
、
農
家
に
と
っ
て
重
要
な
肥
料
と
な
る
糞
尿
を
特
定
の
農

家
(
こ
え
と
く
ど
ん
〉
に
供
給
し
、
処
理
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。

「
こ
え
と
く
ど
ん
」
は
一
年
分
の
代
金
と
し
て
、
正
月
用
の
鏡
餅
を
そ

の
家
族
人
数
分
だ
け
贈
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た
。

「
こ
え
と
く
ど
ん
」
は
糞
尿
を
肩
に
担
っ
て
運
ぶ
。
少
し
で
も
大
事
に
し
よ
う

と
い
う
こ
と
と
汚
れ
る
こ
と
を
嫌
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

一
度
担
っ
た
ら
休
む
こ
と
な
く
家
ま
で
到
達
で
き
る
ご
く
近
い
浜
新
田
や
今
釜
、

今
村
な
ど
に
分
布
が
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
関
係
は
、
昭
和
三
五
年
頃
ま
で
続
い
て
い
た
。

は
し
ま

こ
の
よ
う
な
様
々
な
働
き
を
持
つ
農
・
漁
村
関
係
は
、
鹿
児
島
県
の
東
シ
ナ
海
沿
岸
で
は
、
他
に
串
木
野
市
羽
島
地
区
の
「
と
き
ゅ
」

や
笠
沙
町
の
「
と
け
」
と
い
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
羽
島
地
区
と
笠
沙
町
は
四
面
を
山
と
海
に
固
ま
れ
た
狭
い
背
域
の
内
で
、
名
護
地
区

と
背
域
の
聞
に
み
ら
れ
た
の
と
同
じ
様
な
関
係
が
結
ぼ
れ
て
い
た
が
、
名
護
の
事
例
と
異
な
る
の
は
、
背
域
の
狭
さ
か
ら
こ
れ
ら
の
諸
関

係
が
、
特
定
の
一
漁
家
と
一
農
家
の
関
係
に
昇
華
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
と
き
ゅ
関
係
は
親
戚
付
き
合
い
を
す
る
関
係
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

。集
落
問
結
合
の
変
化

時
廃
れ
、

名
護
地
区
と
背
域
集
落
と
の
聞
に
は
、
前
節
で
あ
げ
た
よ
う
に
様
々
な
結
合
関
係
が
展
開
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
昭
和
初
期
頃
か
ら
漸

「
と
く
」
も
単
な
る
金
銭
行
商
に
お
け
る
得
意
と
し
て
の
み
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

現
在
の
行
商
人
と
「
と
く
」
付
き
合
い
の
一
端
を
み
る
た
め
に
、
行
商
人
の
様
々
な
商
品
の
購
入
状
況
を
示
す
と
、
名
護
・
築
港
地
区

の
行
荷
人
二
二
人
の
中
で
米
を
「
と
く
」
か
ら
購
入
す
る
者
が
三
名
、
魚
と
交
換
す
る
者
が
四
名
、
貰
う
者
が
三
名
い
る
。
野
菜
を
「
と

く
」
か
ら
購
入
す
る
者
が
一
名
、
貰
う
者
が
九
名
い
る
。
塩
を
「
と
く
」
の
匝
か
ら
購
入
す
る
者
が
一
名
、
洋
服
を
「
と
く
」
の
居
か
ら
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購
入
す
る
者
が
五
名
、

タ
ン
ス
を
購
入
す
る
者
が
三
名
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
従
来
の
社
会
・
経
済
的
関
係
は
薄

れ
て
き
て
い
る
が
、
行
商
人
と
「
と
く
」
の
経
済
的
な
ア

グ
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
依
然
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る。

農・漁村の相互関係

こ
れ
に
対
し
て
、
前
述
の
羽
島
地
区
や
笠
沙
町
の
場
合

は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
地
区

で
は
、
農
・
漁
村
諸
関
係
が
一
漁
家
と
一
農
家
の
関
係
に

昇
華
し
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
関
係
が
途
切
れ
る
こ
と
に

図 7

よ
っ
て
、
農
・
漁
村
聞
に
お
け
る
社
会
的
事
離
現
象
が
あ

ら
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

-'-J、
結

び

以
上
、
名
護
地
区
を
中
心
に
、
鮮
魚
行
商
と
干
物
行
商

の
並
存
す
る
地
域
に
お
け
る
行
商
人
と
顧
客
の
関
係
を
含

む
集
落
間
結
合
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
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そ
の
結
果
、
名
護
地
区
に
は
最
盛
期
、
少
な
く
と
も
一

O
O軒
の
行
商
戸
が
あ
っ
た
も
の
が
、
戦
後
急
速
に
減
少
し
、
現
在
で
は
築
港

を
含
め
て
も
二
二
軒
だ
け
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
ま
た
、
仲
買
い
へ
の
参
加
と
い
う
行
商
人
自
体
の
変
化
を
も
た
ら
し
、

同
時
に
従
来
の
行
商
人
と
顧
客
の
家
付
き
合
い
と
い
っ
た
性
格
を
失
な
わ
せ
る
主
因
と
も
な
っ
た
。

名
護
地
区
の
伝
統
的
な
集
落
間
結
合
関
係
を
ま
と
め
た
の
が
図
7
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
、
第
一
生
活
領
域
と
し
て
名
護
内

が
上
げ
ら
れ
る
。
大
部
分
の
漁
民
生
活
が
こ
こ
で
展
開
し
て
き
た
。
第
二
領
域
と
し
て
「
こ
え
と
く
ど
ん
」
の
分
布
範
囲
が
上
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
は
半
径
一
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
近
在
を
含
ん
で
い
た
。
第
三
領
域
と
し
て
住
吉
神
社
氏
子
園

(
大
字
下
知
識
内
)

と
壇

家
圏
(
米
ノ
津
と
今
釜
の
寺
に
約
半
数
ず
つ
分
か
れ
て
属
し
て
い
る
)
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
外
側
に
第
四
領
域
と
し
て
、

鮮
魚
行
商
圏
が
展
開
し
、
物
資
・
労
働
力
の
交
流
、
祭
り
の
際
の
行
き
来
な
ど
が
頻
繁
に
行
な
わ
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
外
側
に
は
矢
筈
・

紫
尾
両
山
系
を
越
え
て
、

ク
ル
マ
エ
ビ
な
ど
の
遠
距
離
行
商
圏
が
広
が
っ
て
い
た
。

現
在
で
は
、
こ
う
い
っ
た
広
範
囲
に
一
旦
る
漁
民
の
生
活
圏
拡
大
を
目
的
と
し
た
働
き
か
け
は
失
な
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、
漁
民
の
農
民

に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
歴
史
は
、
形
を
変
え
な
が
ら
継
続
し
て
い
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

付

記

本
稿
は
、
昭
和
五
五
年
度
、
立
命
館
大
学
卒
業
論
文
を
そ
の
後
の
補
充
調
査
に
よ
っ
て
、
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
り
、
昭
和
五
八
年
度
歴
史
地
理

学
会
第
二
六
回
大
会
で
口
頭
発
表
し
た
。
論
文
作
成
に
あ
た
り
御
指
導
い
た
だ
い
た
谷
岡
武
雄
先
生
、
常
々
御
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
大
島
嚢
二
先

生
、
ま
た
、
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
深
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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中
啓
爾
『
塩
お
よ
び
魚
の
移
入
路
鉄
道
開
通
前
の
内
陸
交
通
l
』
、
古
今
書
院
、
一
九
五
七

(
叩
)
富
岡
儀
八
『
日
本
の
塩
道
ー
そ
の
歴
史
地
理
学
的
研
究

l
』
、
古
今
書
院
、
一
九
七
八

(
日
)
問
中
方
男
「
漁
村
余
剰
労
働
力
の
消
化
形
態
に
関
す
る
一
報
告
|
丹
後
野
原
部
落
に
お
け
る
海
産
物
行
商
の
実
態
」
、
人
文
地
理
一
七

i
二、

一
九
六
五
、
八
四

t
九
三
頁

(
ロ
)
清
水
馨
八
郎
「
九
十
九
里
浜
鮮
魚
自
転
車
行
商
の
発
生
と
そ
の
販
売
問
l
交
通
手
段
の
変
革
と
漁
村
の
変
貌
の
-
例

i
」
、
人
文
地
理
五
!
六
、

一
九
五
三
、
二
八
l
一
三
ハ
頁

(
日
)
田
中
豊
治
「
山
陰
地
方
に
お
け
る
水
産
物
産
地
市
場
の
分
布
と
性
格
」
、
西
日
本
漁
業
経
済
論
集
一
一
、
一
九
六
九
、
二
二

1
三
六
頁
な
ど
。

(
M
H
)

た
と
え
ば
、
鹿
児
島
県
全
域
で
昭
和
田
二
年
に
は
行
商
人
が
二
三
二

O
人
い
た
が
、
一
五
年
後
の
昭
和
五
七
年
に
は
七
九
八
人
に
減
少
し
て
い

る
(
各
年
三
月
末
現
在
、
鹿
児
島
県
公
衆
衛
生
課
調
べ
)
。

(
日
)
「
諸
浦
御
奉
公
並
万
上
納
物
之
定
」
『
島
津
家
列
朝
制
度
』
巻
之
五
九
(
藩
法
研
究
会
編
『
藩
法
集
八
、
鹿
児
島
藩
下
』
)
一

O
四
四

t
一
O

五
八
頁
に
よ
る
と
、
延
宝
八
年
こ
六
八

O)
当
時
、
名
護
浦
は
五
九
三
人
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
隣
接
す
る
米
ノ
津
浦
は
一
二
六
人
で
あ

っ
た
。

(
時
)
戸
数
は
、
昭
和
五
五
年
三
月
現
在
、
出
水
市
役
所
住
民
課
資
料
よ
り
、
ま
た
、
漁
家
率
、
農
家
率
は
農
林
業
セ
ン
サ
ス
こ
九
七
五
年
)
に
よ

る。
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(
げ
)
鈴
木
公
『
鹿
児
島
県
に
お
け
る
麓
・
野
町
・
浦
町
の
地
理
学
的
研
究
』
、
一
九
七

O
、
私
書
版
、
六
二

t
六
五
頁
。

(
叩
同
)
出
水
市
及
び
出
水
郡
内
に
は
、
天
保
九
年
二
八
三
九
)
に
野
町
を
中
心
に
三
つ
の
市
が
立
っ
た
が
、
関
市
日
は
、
年
一
回
の
も
の
が
-
一
つ
、

年
コ
一
回
の
も
の
が
二
つ
あ
る
だ
け
で
、
日
常
の
物
資
流
通
に
果
す
役
割
は
大
き
く
な
か
っ
た
(
鹿
児
島
県
『
鹿
児
島
県
史
』
一
九
四

O
、
五
七
二

t
五
七
五
頁
V

(
m
m
v

「
塩
と
と
」
は
串
木
野
か
ら
薩
摩
郡
へ
入
っ
た
塩
行
商
人
と
の
間
で
績
ば
れ
た
擬
制
的
親
子
関
係
で
あ
り
、
寸
塩
て
ち
ょ
」
は
垂
水
や
大
根
占
か

ら
廃
屋
な
ど
の
内
陸
へ
入
っ
た
塩
行
商
人
と
の
聞
で
結
ぼ
れ
た
も
の
(
串
木
野
市
教
育
委
員
会
編
『
串
木
野
郷
土
史
』
、
一
九
六
二
、
七
四
四

l

七
四
五
頁
。
有
明
町
郷
土
史
編
纂
委
員
会
編
『
有
明
町
誌
』
、
-
一
九
八

O
、
一
二
三
三
頁
に
よ
る
v
。

(
却
)
出
水
市
内
に
は
名
護
、
築
港
地
区
の
他
、
阿
久
根
か
ら
鉄
道
を
利
用
し
て
や
っ
て
く
る
者
が
二
↓
一
名
あ
る
。
こ
れ
ら
は
西
出
氷
駅
を
中
心
に
市

街
か
ら
西
を
回
っ
て
い
る
h

阿
久
根
か
ら
の
行
商
人
お
よ
び
阿
久
根
漁
協
に
お
け
る
聴
取
り
に
よ
る
)
。
こ
れ
に
対
し
、
名
護
・
築
港
地
区
の
行

商
人
は
図
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
主
に
市
の
北
部
・
東
部
を
行
商
先
と
し
て
い
る
。




